
 

 

 

 

2026年 6月 10日 

報道関係各位 

近代産業株式会社 

 

アスリート社員  安部  慶輝選手 2025-2026 シーズン総括のご報告と御礼 

 

近代産業株式会社（本社：東京都豊島区、代表取締役：三村 翔、以下「当社」）にアスリー

ト社員として所属する、フェンシング男子フルーレ日本代表選手の安部 慶輝選手（以下「安

部選手」）が、2025-2026シーズンの全日程を終了いたしました。 

 

今シーズンは、国内ランキング対象大会や日本一を決める全日本フェンシング選手権大会に

加え、国際フェンシング連盟（FIE）が主催するワールドカップおよびグランプリ大会など、国内

外の主要大会に出場いたしました。世界ランキングにも影響する国際大会で世界各国のトッ

プ選手と対戦を重ねるとともに、国内大会では表彰台獲得や上位入賞を果たし、競技力の向

上と今後につながる経験を積み重ねるシーズンとなりました。 

 

日頃より温かいご声援とご支援を賜りました皆さまに心より御礼申し上げますとともに、2025-

2026シーズンの戦績をご報告いたします。 

 

 

【男子フルーレ（シニア）ランキング】 

世界ランキング 結果 ：90位 

国内ランキング 結果 ：5位 

 

【2025-2026シーズン戦績】 

第 64回中日本フェンシング選手権大会 

日程： 2025年 6月 14日（土） 

開催地： スカイホール豊田 

結果： 3位 

シーズン初戦となった国内大会で 3 位に入賞しました。シーズンの好スタートを切るとともに、

自身の課題と成長の余地を再認識する大会となりました。 

 



2025島原フルーレランキングマッチ（シニア） 

日程： 2025年 9月 6日（土） 

開催地： 島原市霊丘公園体育館 

結果： 2位 

前大会から順位を一つ上げ、準優勝を獲得しました。国内大会で安定した実力を発揮し、国

際大会への挑戦につながる結果となりました。 

 

NEXUS Presents FIE Fencing World Cup Men's Foil 高円宮牌 2025 

日程： 2025年 12月 5日（金）～12月 6日（土） 

開催地： 北九州メッセ（旧 西日本総合展示場新館） 

結果： 29位／233名 

世界トップレベルの選手が集まる国際大会において自己最高順位を更新しました。国際舞台

でも自らのプレーを発揮し、成長と手応えを感じられる大会となりました。 

 

第 78回全日本フェンシング選手権大会 

日程： 2025年 12月 26日（金）～12月 28日（日） 

開催地： 港区スポーツセンター 

結果： 5位／66名 

国内最高峰の舞台で上位進出を果たしました。優勝には届かなかったものの、年間を通じて

安定して上位で戦う力を示した大会となりました。 

 

Lima Foil Grand Prix 2026 

日程： 2026年 3月 20日（金）～3月 22日（日） 

開催地： リマ（ペルー） 

結果： 32位／164名 

世界トップランクの選手から勝利を挙げるなど、結果以上に自身の成長を実感できた大会と

なりました。さらなる上位進出への可能性を感じる一方で、新たな課題も得る機会となりまし

た。 

 

Cairo Foil World Cup 2026 

日程： 2026年 4月 17日（金）～4月 19日（日） 

開催地： カイロ（エジプト） 

結果： 112位／212名 

上位進出を目指して臨みましたが、悔しい結果となりました。一方で、世界の舞台で戦う中で

自身の課題を見つめ直し、次戦への糧とする大会となりました。 

 



Senior Foil World Cup Istanbul 2026 

日程： 2026年 4月 30日（木）～5月 2日（土） 

開催地： イスタンブール（トルコ） 

結果： 94位／261名 

海外合宿で得た成果を発揮すべく挑みましたが、結果には結びつきませんでした。しかし、よ

り高いレベルを目指して挑戦を続ける姿勢を貫いた大会となりました。 

 

Grand Prix 2025/26 Shanghai 

日程： 2026年 5月 15日（金）～5月 17日（日） 

開催地： 上海（中国） 

結果： 56位／233名 

シーズン最終戦として出場しました。シーズン後半は苦戦する場面もありましたが、年間を通

じては安定した成績を残し、自身の成長を実感できる締めくくりの大会となりました。 

 

 

 

安部選手コメント： 

「今シーズンは、これまでのシーズンの中で最も安定した成績を収めることができました。また、

国際ランキングも自己最高順位でシーズンを終えることができ、自身の成長を実感していま

す。確実に伸ばせている部分がある一方で、さらに上位へ進出するための課題も明確になっ

ています。オフシーズンではその課題と真摯に向き合い、一つひとつ克服することで、より成

長した状態で来シーズンを迎えられるよう精進してまいります。 

また、来シーズンは日頃から応援・サポートしてくださる会社の皆様へ、少しでも多くの良いご

報告ができるよう、国内外の大会でメダル獲得を目指し全力で取り組んでまいります。」 

 

 

 

 

 

 

  

©（公社）日本フェンシング協会 ©（公社）日本フェンシング協会 



当社は、今後もフェンシング選手をはじめとして、アスリートの支援を継続的に実施してまいります。

スポーツとビジネスキャリアの両立に関心のあるアスリートの方は、当社までご連絡ください。 

 

＜本件に関するお問合せ＞ 

近代産業株式会社 

TEL：03-3980-8371 

FAX：03-3980-8373 

Mail：strategy@kindai-sangyo.co.jp 


